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崩
壊
す
る
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枚
岩
の
毛

． 

林
体
制

中
国
の
恥
2
林
彪
の
姿
が
消
え
、
党
連
防
誌
は

陰
蝶

家

攻
掌
を
始
め
た
。

中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
か

毛沢東門定〉につぐ実力者林副mmJ《胸民も＃きやかれτいる

大

河

の

な

か

の

逆

流

と

淀

み

中
関
が
い
よ
い
よ
国
際
社
会に
本
絡
的
な
吸
喝
を

開
始
し
た。
こ
こ
数カ
月、
中
間は
淀
む
こ
と
な
き

大
河の
よ
う
な
勢い
で
全
世
界
を
府
守
し
つ
つ
あ
る

か
の
よ
う
で
あっ
た。
と
ぐ
に
わ
が
問に
は、
n
小

関
係の
打
開
在
辿
る
内
外の
湘
況の
な
か
で、
中
間

の
彩
が一
段
と
色
濃
く
磁い
か
ぶ
さ司
て
い
る

r
ha
同
時に、
そ
う
し
た
中
間の
影
含
活
か
し

て、
中
間
六
い
ま、
な
に
か
設
大
な
市
掛川が
進
行
し

ず
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
依
然
や
不
可
解
も
鴨川

く
沈
一品
し
は
じ
め
て
い
る。・
た
だ
で
さ
え
「
悩
械
的

姿
索’
の
多
い
中
間の
そ
の
誌の
浅は、
総々
な
必

中
者の
「
HH
附
録』
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジュ
が
溢
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
こ
う
し
て、
ま
た
好
ぴ
と

ら
え
が
た
く
な，
て
い
る。

中

向島じ

？嶺；

；�雄j;

不
？
な・』
とに、
こ
と
中
問
問
題
で
は
ひ
た
す
ら

コ川
向キじ
に
な
る
こ
と、
寸
中
間
傾
斜
の
成人H
が

で
き
る
だ
け
大
き
い
こ
と
を
照
準
に
し、
反
面
で
は

無
武
任
な
商
業
主
地択
を
枯れ
いん口っ
て
い
る
わ
が
同
の

マ
ス
コ
ミ
は、
問
題
を
もっ
ぱ
ら
外
電
で
逃
げ
る
た

け
で、
こ
う
し
た
懐
疑
や
不
可解に
符
え
よ
う
と
は

( 118) 
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他方、
わ
が
問の
知
的
伏
拝で
は、
文
化
大
本
命

が
与
え
た
僚
繋
と
問
題
性
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ

た
穴
め
か、
その
後の
引
出の
変
化に
つ
い
て
は、

町
分
府
川
浪ヘ
「muyJ
W
此・
の
状
況
が
いA
配
的
で

あ
る。だ

が、
文
ぷの
綜
過
だ
け
℃
も
こ
ζ
で一
寸
ふ
り

か
え向
て
み
よ
う・
一
九
六
五
年
末か
ら
翌
六
六
年

前
半の
「
文句丘
陵
風」
と
い
わ
れ
た
段
階
で
設
が
劉

少
奇
同
家
主
席
ら
相
次
ぐ
れ
向
指
碍
占
府の
失
脚
を

t－、a、Sab－v
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予
想
し
得
た
だ
ろ
う
か。，
私
自
身、
一

九
六
六
年
六

、月
初
旬、
劉
少
奇
失
脚
の
可
能
性
に
初
め
て
ほ
ん
の

「。
り
と
触
れ
た
か
ハ
塑情
「

毛
沢
東
体
制
の
動
筏
ヘ

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル』
一
九
六
六
年
九
月
十
九
日

号〉、
リで
れ
で
さ
え
か
な
り
の
逸
巡
と
め
泌
を
．裂
す

る
こ
と
で
あ

允．

と
こ
ろ
＼
あ
れ
ほ
ど
の
激
励
と
混
乱
と
絞
牧
と

い
う
代
備
の
の
土
に
強
極
的
に
昨性
交
さ
れ
た
と
芯
わ

れ
た
毛・
林
体
制
が
い
ま
や

完全
に
内
部
的
た

変科

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
兆
候
と
帥州

事災
を、
私
は
い
ま
必

り
は
じ
め
ね
ば
な
ら
た
い
の
で
あ
る・
し
か
も、
も

沢
京
主
席
の

後継
釘
と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
林
彪
削

主
席
の
失
脚
必Ld・－A、
外
従
は
す
で
に
報
じ
は
じ
め

て
い
るω

出
閣
が
今
日
の
よ
う
に
世
界dr
m
り
動
か
し
て
い

る
そ
の
と
き
に、
も
し
も
林
彪
が
失
脚
し
て
い
ろ
と

す
る
な
ら・：：・
わ
れ
わ
れ
は
文
革
と
はリで
も
そ
も
な

ん
で
あ
っ
た
の
か
を
改
め
て
考
え
瓜
さ
ね
ば
な
ら
な

い
以
上
に、
中
閣
の
民
衆
は
で
は一
体、
今
日
の
体

制
に
何
を
期
待
し、
酌同
協
を
ど
の
よ
う
に
u
f
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か．
文
策
と
は、
そ
も
そ
も

中
間
人
大
衆
の
伝
統
的
な
政
治
不
いい
を川
市
在
的
必
殺

と
し
て
生
起
し
ぬ
れL
E・
林
主
流
派
の
，
ク
ー
デ
タ

ー’
で
は
な
か
っ
た’か
と
も
思
わ
れ
る
が、
そ
う
し

た
事
態
は一
度
発
生
し
て
し
ま
う
と
約
止
め
や・
知
ら

な
い
自
己
転
回
を
繰
り
返
き
ざ
る
を
得
な
い
宿
命
に

あ
る
よ
う
な
気
が
す
る。

そ
の
よ
う
な
と
き、
中
国
共
産
党
理
論
誌
『
紅

肱』
訟
新
号
ハ一
九
七一
年
第
十
二
号〉
の
河
術
省

党
委
凸
会
論
文
「
積

括的
に
恩

忽闘争
符
版
関
し、

党
の
問
結
を
さ
ら
に
m
強
せ
よ」
は、
い
ま
新
た

に、
「
党
内
に
も
ぐ
り
込
み、
マ
ル
グ
ス
ド．
畿
の
鏡

印
を
掲
げ
て
マ
ル
グ
ス
キム
殺
に
反
対
し
て
い
る
プ
ル

ジ
冨
ワ
的
野
心
氏、
陰
謀
山告
が
党
の
れ川
上
Mm
に
な

お
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
蹴倒
し
て、
ζ
れ
ら
「
野

心
安、
陰
謀
宗」
の
同部
総
を
強
〈
呼dn・
か
け
て
い

る。つ
ま
り、
林
彪
失
脚
説
が
モ
ス
ク
ワ
放
送
や
タ
ス

通
信
に
よ
っ
て
さ
え
洗
さ
れ
て
い
る
と
き、
そ
し
て

ま
た、
去
る
九
月
中
旬
以
降
の
相
次
ぐ
，
災
変’
へ

の
関
心
と
注
肉
が
外
部
悦
界
で
高
まっ
て
い
る
と

き、
こ
う
し
た
精
し
い
事
態
の
発
生
を
中
間
指
等
部

が
自
ら
示
唆
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る。

も
と
よ
り
私
は、
今
日
の
，
異
変’
に
つ
い
て、

不
可
解
の
す
べ
て
を
解
き
得
る
磁
定
的
な
材
料
を
も

ち
あ
わ
せ
て
は
い
な
い。
た
だ、
そ
う
し
た
並
大
な

事
態
の
背
却
を
分
析
的
に
採
り
得
る
の
み
で
あ
る。

そ
し
て、
そ
の
た
め
に
は、
文
革
の
一
応
の
「
成

果」
が
全．
面
的
に
吸
収
さ
れ
た
九
会
大
会
ハ一
九
六

九
年
四
月〉
以
降
の
中
閣
の
政
治
過
程
を
ま
ず
あ
と

づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
が、
そ
う
し
た
作
業
の
な
か
で

今
回
の
，
異
変’
を
考
え
れ
ば、
そ
れ
は
必
ず
し
も

，
異
変’
で
は
な
い
と
も
息
わ
れ
る
し、
ま
た一

方、
ぞ
れ
だ
」リ
バ
ケ
悶
の
，
異
ペム’
は
夜
大
な
意
味

を
も
っ
て
い
る
と
も
忠
わ
れ
る。
で
は
こ
こ
で
今
凶

の
，

田索、

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か

な、
ま
ず
分
符
的
に
震
均
し
て
が
こ
う。

な

ぜ

n

異

変
N

な

の

か

北
京
特
派
口
の
常
駐
を品目前
示
し
て
い
る
わ
が
『
例

日
新
聞』
が、
お川
妙
な
こ
と
に、
そ
し
て、
こ
の
術
開

ら
し
か
ら
ね
こ
と
に、
九
月
十
九
円
北
京
焚
の
「
A

F
P
H
時
事
’

E4V一
同
紙
一

聞
の
六
段
ぬ
き
閥
み
．“

事
t
泌
総
し、
中
間
谷
地
で
「
毛
主
席
の
山口
仙円、
あ

い
つ
ぎ
擦
を
消
すL
と
伝
え
た
こ
ろ、
す
で
に
今
闘

の
，
異
変’
を
予
測
さ
せ
る
よ
う
な
兆
候
が、
た
と

え
ば
持
港
あ
た
り
で
は
し
き
り
に
さ
さ
や
》
れ
て
い

た。
し
－M
も、
こ
う
し
た
微
妙
な
「
非
毛

沢応
化」

現
モ
は、
す
で
に
昨
年
あ
た
り
か
ら
出
は
し
め
て
お

り、
た
と
え
ば
い
わ
ゆ
る
「
た
問
機
噂
制」
の
問
題

に
し
て
も、
こ
の一
年
米、

人
民
日
報L
の
小
さ

な
記
事
や
治
文
の
な
か
で
し
ば
し
ば
指
出向
さ
れ
て
き

て
い
た・

日
本
の
新
聞
な
い
し
は
北
京
特
派
員，ゎ、
こ
れ
ら

の
問
題
に
気
づ
か
な
か
っ
た
か、
気
づ
い
て
も
報
じ

( l lq) 必llf.する『校'itの毛・林｛本骨lJ



なかっ
た
だ
けの
こ
とで
あっ
た。

去る
九
月
ヒ
旬、
待
港の
『が一
助日
報』
は、
そ

の
後の
北
京
発外
waに
先が
けて、
毛
沢
恨の
り
み

やスロ
ーガ
ン
が一
郎で
消－rは
じめ
たこ
とを
伝

えて
お
り、
九
人宇一
火らい日の
文
献や
「
新
湖渋

は・来L

が
中
間
内
郊で
M
収され
は
じめ
て
い
るこ
と、
ま

た
『
紅放』
編
集
部の
改
組悦な
ども
いえら
れ
て

、．旬。
－v’’’
 
こ
れ
ら一
述の
兆
候は、
去る
八
月じU
以
米、

毛
主
席が
泌を
はせ
なか
た
ψ
ス十、
九
月ぺ
十

三
日、
小
問の
bγ日
向
け
般送が・
毛
主
席阿川
録』

を
通
例どお
りに
政
送し
なかっ
たこ
と
など
と
重

なっ
て、
例の
ご
と
く
毛
沢点
章一例
説や
死亡
説が

流
布され、
れ椋f
な
必
題を
提供したこ
とは
周知

の
とこ
ろで
ゐる。

毛
主
席の
従
従は
やが
て
十
月八
日、
エ
チ
オピ

ア
虫
帝ハ
イ
レ・
セ
ラシエ一
倣と
会
比したこ
と

が
公
式に
報
必され
て、
と
もか
く
証
明
を
仰
た

が、
北
京に
は
九
月
十一
日
か
ら
十五日
まで、
誌

の
五日
間とい
う
，
笠白’
が
あっ
た。

事
後
硲伐さAた
市
災を
時間的に
並べ
て
ゆ
く

と、
ま
ず
十日
伎、
ぞれ
まで
例
年どお
りに
巡め

ら
れ
て
い
た
同
腹
筋
の
パ
レ
ー
ド
準
仰
が
中
断
し
、

つ
い
に
十
て
n
に
は
全
部
的
に
中
止
さ
れ
た。

そ
の

十二
日
夜、
の
ちに
明ら
かに
なっ
た
よ
うに
ハタ

ス通信、
九
月三十
日腎昌弘
）、
中
間
本軍
のジェ

ッ
ト
同慨が
ソ
連
領に
近
悼惜す
るモン
ゴ
ル
領内
奥地

で
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
墜
務
市中
件
を
起
し
、

叫帆
凶骨
を
驚

f・・。

aHH島、，，h中間
外
交
部ス
ポ
ー
クスマ
ン
は、
の
ちに、
こ

の
飛
行仰は
民
間旅
客
慢で
巡
帥mdve
ぷつ
も’
もの
と

帆山ウ
た
が、
ソ
迎・
モ
ンゴ
ル
側は
川
機が
ムヤ
市ジ

ェ
ッ
ト
慢で
あり、
hru
沼地
点か
ら
九
名の
焼
死体

と
火
別的、
かλ
れれ、
焚
仰が
発
比され
た
と
公
決
し

た。
そし
て、
十三
日
か
ら
十瓦日
まで
小
凶の
す

べ
ての
軍用
機およ
び
火
部
分の
民
川
織を
合企
悶

内
航
空が
全
面
的に
停
止されたヤ』
とが
明らかに

さ
れ
た
ハ
『
ワ
y
y
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』

十
月
二

十
一

日
付
寄
港
特
可い
し
な〉。

この
件につ
い
て
は、
同府
同
防
部の祭矧之
・

情報
局
長か
九
月
十五日
以
降も
常用
織は
ほ
と
ん

ど
伴止
状
況に
ある
と、
中
凶に
た
い
し
て
H
努

戒・
誤報
飛
行ゐ
を
おこ
なっ
た
結
m却を
外
人
記
＃

図に
発
表
し
ハ十
月
九
日〉、77ケlン米太平

洋
市
司
令
む
も
M
防
総
省
で
の
記
お
会
HA
E
小
川
の

飛
行
停
此
継
続
を
砿
岬附
し
て
い
る
ハ
十
月
十
阿
u
y

こ
の
問、
自
民・父
紡
中
間伐・
川
崎
努三
氏が
待

港での
配
布
会
見で
語っ
た
とこ
ろに
よ
る
と、
代

災
関と
周
恩
来
山戸時
間也
との
会
談日
松が
内
初の
九
月

十一
日に
は
実
現・せ
ず
間欠如
十六日に
延
期され、

この
件に
つ
い
て
中
国
側か
ら
「
党に
電
大
な
問
題

が
起れ
てい
るの
で
は
ない
か」
との
説
明か
あっ

た
と
され、
十二
日
夜、
人
民
大
会
食
前を
通っ
た

際、
トヘ
会殺に
こ
うこ
うた
る
照
明が
比ら
れ、
そ

の
山WH
五、
山ハ
十・ム口の
粂m
mが
停併し
てい
て、

中
間
側
代
れれ
HHか
ら
「
会
総が
附か
れ
て
い
る」
と

の
続
附引が
あっ
た
とい
う
〈『毎日
続
開』
九
月
二

十三
日
付ほ
かY
しかJも、
こ
の
側、
刈
wu
来は

十三
U
か
ら
十五日
まで
外
同
夜人
との
会
見に
も

まつ
れ’
く
む全
日凡せ
なか司
た。

－
方、
こ
の
時
期まで
し
ばし
ば
内
政μ
外
交の

双
山女
な
協に
巡目
の
よ
うに
仔
勤し、
九AK
大
会以

降の
・中
央リ
ーダ
ーシッ
プ
を
精
力的に
担「
て
き

た
党中
央
政治
局の
軍人、
焚
永
畑町・
総
恥br
時代
長、

呉
法
芯
・

副
総
参
謀
長
禁
容
淳一
川
AP
U、

手
作
成
・

副
総
舎
謀
長ら
が、
それ
ぞれ
九
月
十一
日、
九
月

八
日、
九
月
十U
か
ら
消
息を
問ち、
今日
まで
約

二
カ
月
半、
まヲ
た
く
婆を
あ
ら
わさ
な
くなっ
て

し
ま
’

た
（
島
会
作
・

副
総
参
際
民
も
九
月
三
十
四

日
以
降、

世間
争・
消
し
て
い
る
〉。
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恒

例

の

共

同

社

説

も

中

止

やが
て、
九
月二
十－
自
に
な
る
と、
A
V
Pほ

かの
外
犯は、
m
慶
節のパ
レ
ー
ド
中
止
符を
伝
え

た。
そし
てH
本の
共
同通
一いほ
か
各
社の
旬
報が



文
H
能
坂
利
雄

幾
多
の
峨
阿
武
将
た
ち
の
哀
歓
を
秘
め

た
名
城
・

古
城
と、

Aー
な
お
伝
統
美
を
残
す
城
下
町
を
カ

ラ
ー
で
紹
介。

康
史
の
主
人
公
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
解
説
と
共
に
城
の
魅
力
を
探
る

発
売
中
・

五
八
O
円

わ
ざ
わ
ざ
ル北
京
の

摩
川
を
汲
み
と
ろ
う
と
す
る
か
の

之

よ
う
に

、

中
間
は
寸
川
レ
i
ド

中
止
説 、
一

笑
」

と

か、
パ
レ
ード
中
止は
寸
地
道な
建
設を
指
向」
す

るため
とか、
「エ
ネル
ギ
ー
を
生
産に
向
け
る」

ため
とか、
「
形
式よ
り
も
内容L
を
玖
観す
る
た

め
とか、
間後
節
約の
ため、
ソ
迎式の
祝
賀形
式

か
ら

訣別
す
る
や～
め 、

中
ソ
問
墳
の
緊
張
に
よ
る
た

め
等々
、
各
陣慣の
Mm
純を
試み
たに
も
か
か
わ
ら

ず、
中間
政
府ス
ポ
ーク
スマ
ン
ハ
外
交
郎
締
側

苛
）

は 、

曹
三
十 ・
一
目 、

パ
レ
ー
ド

小
止
を
公
式
に

発
表
した。
日
本の
特
派HH諸
氏が
おこ
なっ
た
右

の
よ
う
な
解
釈は、
つい
先H
まで、
例
年ど
お
り

準
備が
巡ん
でい
十
川
岡崎
節パ
レ
ー
ドが
なぜ
炎然

中
止
に
な
d

た
の
か

、

も
し
も 、

そ
の
よ
う
な
潔
白

で
あ
る
な
ら

、

な
ん
－H
か
の
公
式
見
解
に
よ
っ
て
中

間氏
衆に
その
UHを
竹げ
るべ
きなのに
それ
をし

ないの
は
なぜ
か
といっ
た
疑
問に
答えてい
ない

新刊案内

瓜
生
卓
造
箸

深
々
と
雪
の
執
も
っ

た
街
に
紺
憩
の

大
空
が
ひ
ら
け
万
国
旗
が
は
た
め
く
悶
際
都
市、

札

税。

そ
の
百
年
に
渡
る
凶
拓
の
歴
史
と
魅
力
の
数
々

を
作
家
の
目
で
純
っ

た
好
蒋

発
売
中
・
＝一
五
O
円

ばか
りか、
中
国
政
治の
本
賓
と
その
災
現形
式に

た
い
す
る
鴛くべ
き
栴m
m
Mmを
も
示し
てい
た。

中
間の
問
山崎節をめ
ぐ
る一
速
の
行
事
は、
従

来、
天
安
門
陳情上に
張る
行
制
者の
順
列やエ
の
発

表
形
式につい
て
は
い
う
まで
も
な
く、
天
安
門上

か
らの
大
衆
後
見その
もの
が、
た
ん
な
る
度
税の

セ
レモヒ
ー
で
は
な
くし
て、
た
え
ず
変
動す
る
中

関の
政
治
過釈に
深
〈ピ
ル
ト・
イン
ざれた
政
治

的
儀式で
あり、
また、
指
導
者と
大
衆とが
政
治

的
な
熱
狂の
なか
で
締
結的に
結
合
され、
一
体
化

す
る象
徴的
なハ
プニ
ン
グ
だっ
たこ
とを
忘れ
て

は
なら
ない
で
あ
ろ
う。

やが
て
中
間
側は、
九
月目

下J九日、
同
度
前
夜

祭とし
て
周
恩来
総
理が
主
催し、
内
外の
賓客を

招く
判例の
火
夕
食
会も
本
年は
・中止
し、
レセ
プ

シ
g
ンの
み
を
おこ
な
う
と
発衣
し
た。
実
際
に

は、
ニ
の
レセプシ
ョ
ンに
も
政
治
川
以ク
ラス
の

首
脳
〈
冗
名
の
政
治
局
常
防
委
員
と
二
十
名
の
政
治

局
委員および悶鋲繍
の町二十五
名〉
で浴を見

せた
の
は
故必
武・
国
家制
下．
市町と
字先
念・
副
総

－
mの
二
人の
み
で、
残りの
二
十一三
名の
首
脳は
援

も
姿を
あ
ら
わ
さ
なか同
た・

翌
十月一
目、
注
目の
うちに
迎え
た
建
国二
十

二
周
年の
倒
殴節
当日、
北
京で
は
中山
公
倒や
万

中町
山な
ど中ハカ
所に
分
散し
て
慶
祝
行
収が
お
こ
な

われ、
私
附れの
こ
の
日
を
歌や
断りの
嶋中や
い
だ

雰
附
気の
なか
で
市
民は
過し
た
と
伝
え
ら
れ
た

が、，
異変’
に
か
ん
す
る
必は
つ
い
に
解き
明され

ず、
む
し
ろ
ま
す
ま
す
深まる
ばか
り
で
あっ
た。

ま
ず
第一
に
呪大
な
開
店は、
恒例の
『
人
民日

報』
ほ
かの
共
同
社説が
発
表され
なかっ
た
こ
と

で
あ
る 。

問

問叫節
に
共
同
社
税
ハ
も

Hレ
く
は
『

人
民

回
線』
社
説〉
が
出ない
こ
とはこ
れ
までの
こ
十

二
年
間に
ない・』
とで
あっ
た・
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同
陵情聞の
庇祝
方
法を
変
．山又したの
な
ら
その
去

を
火
殺に
熟
知せ
しめ
るべ
きで
私
あ3
4L
だ
ろ
う

し、
なに
よ
り
も
今日の
よ
うに
中
間が
品川
界の
注

目を
浴び、
同
辿での
中
間
代
ぷ
権
問
怒
もい
よ
い

よ
煮つ
まっ
てい
る
時
期に、
中
同はwd然、
全
世

界に
向け
て
常々
た
るア
ピ
ール
を
す
る
もの
と
ぷ

もが，T恕し
た
で
あ
ろ
う。

第こ
に
は、
例
年バ
そし
て、
こ
こ
数
年は
『
人

民H
報矢崎
光
明円
報』
ほ
かの
機
関
紙に
毛
主席

と
林
彪
副主
席の
写
真が
全
紙
大で
掲載
されたの

に、
こ
うした
拘
械が
なかっ
たこ
と
で
ある。

第三に
は、
ムW1
伎の
花
火
大
会も
中
止された
t

か、
当日の
レセプショ
ン
な
どを
通じて
も、
二

十五
名の
中央リ
ーダ
ーシッ
プ
の
うち
姿を
見せ

たの
は
m
mb米、
間以
ぷ帥問、
江
HH、

李先
念、
集
剣

笑の
五
名の
み
で
削減るニ
ト
名は
つ
いに
泌を
凡せ

なかっ
たこ
とで
ある。

第四に、
文
革の
さ
なかか
ら
しば
し
ば
その
附

他が
公
式・
非公
式に
予
告され、
約
米され、
本

年の
同
慶節
までに
は
開
催され
る
と
見な
され
て

い
た
会
同
人民
代
波大
会に
つ
い
て
も、
つ
いに
な

ん
らの
も
及も
なかっ
た
こ
とで
ある＠
こ
うし
て

中
国は
い
まだに
凶
a反
体制刊
行
政
均
構の
併山崎を

J
制
度的に
は
完
遂し
ない
ま
ま、
－
九
六四
年以
来

七
年
間を
経
過し
よ
う
とし
てい
るこ
とに
なる＠

この
よ
うに、
疑
問は
深
まる
ば
か
り
で
あっ
た

が、
に
もか
か
わ
ら
ず口
本の
新
聞は、
その
多
く

が、
「中
間、
文
本後の
安
定を
誇る」
と
し
て
当

日の
模
様を
報じ
てい
た’」
とに
も
注目
し
て
おい

てよ
い
だ
ろ
う。

次十九、
毛
主
席の
健
在は
十
月八
日に
なる
と
前

述の
よ
うに
伝え
られた
もの
の、
は
や
くも
十
月

内
n、
英
紙
『アィ
ナシシ
ャ
ル・
タ
fム
ズ』
は

謎
解きの一
環とし
て
林
彪
失
脚の
可
能
性に
言
及

し、
や
が
て
十
月
十日
以
降は、
『ニ
ュ
ーヨ
ー
ク・

タ
イム
ズ』
ほ
かの
外
必や
肉府
筋も
林
彪
鼠
病

Hm、
死
亡
必を
机し
は
じめ
介。

ハ
ン
ガ
リ
ー
通
いが
北
京
十月一
日
発て
伝えて

い
る
よ
うに、
国
慶節
当日
も
北京で
『
毛
主
席
語

録』
がほ
とん
ど
見か
け
ら机
ない
とした
ら、
そ

れ
は
必
録”の
編
集
指
示
務・
林
彪との
関
連、
そ

こに
刷り
込まれた
林
彪の
序
文との
関
・泌の
ため

で
は
ない
か
と問。われ
る
よ
うに
も
なっ
て
きた。

こ
う
し
て、
本
年六
月三
日に
毛
沢
東と
と
もに

テャ
ウセ
ス
ク・
ル
ーマニ
ア
問
家
評
議
会議
長と

会
見し
て
以
米、
約六カ
月に
わたっ
て
公
式の
坊

に
泌－在
比4
た
くなっ
た
株
彪の
消息は、
後の
ιT．

釆の
山州
出掛と
もか
らん
で
多くの
憶
測を
生ん
だ。

も
とよ
り、
林
彪がた
ん
な
る
病
気で
は
ない
で
あ

ろ
う
とい
う
推
測を
否
定
手
ないの
は、
九
月以

来の
，
開山変’
が
品川政に
あるか
らに
ほ
か
な
ら
な

、。－v
 
し
か
も、
林
彪を
合む
軍
関
係
者は
相
次い
で
消

怠を
断ち、
中央
政治
局に
つ
い
て
も
策
剣
突以
外

の
あ
ら
ゆる
不
関
係者ハ
峠
彪、
劉
伯
承、
朱
徳、

帯四
附町、
許快
友、
開
鈎
粉、
噌F
作問、
同月
法
柑品、
田町

会
作、
災永
勝の
十
名〉
が
今日、
と
もか
くも
消

息
不
明に
な？
？
ま
まで
ある。

林
彪に
ふ
たた
び
終点をし
ぼ
る
な
ら、
六
月四

日
以
降、
消
・必を
断っ
て
い
る
林
彪の
言
楽が
中
国

の
公
主
線道、
つ
まり
『
人民
日
報』
に
引
用され

たの
は
九
月
十日
付の
同
試叶
耐
震
は
会快
晴ド
小
綿

の寸大
川町に
学ぶ」
工
業建
設に
つ
い
ての
ぬ
文を

最
後
とし
て
おり、
そこ
で
は
本
命
と
生
串肢を
と
も

に
筑
間慨すべ
きだ
とい
う
林
忠の
発
言か
引か
れ
て

い
る
が、
リH
A
以
後、
休
彪の
行
笈は、
た
と
え
ば

湖
北
政
送の
よ
うな
地庁
放
送が
九
月二
十’七
日
ま

で品、れ
を
引
mL
て
いた
の
を
除い
て、
中
央で
は

二
切
川引
用
さ
れ
な
く
なっ
てい
る。

また、
林
臨時に
か
ん
す
る
言
及は、
九
月
十二
日

の
『
人
民日
報』
が
毛
沢
市川
与
託
銀を
発
表
し
た

聞、
林
彪止Va
従
米
どおり
Jt
主
席の
純
衡
な
収

友」
とし
て
紹介したの
が
於
後に
なっ
てい
る。

十
月
十三
日の
A
P
P
電は、
九
月二
十八
日
発

売の
『
中
間
尚
報』
に
毛
沢
東と
荒ん
だ
林
彪の
写

( 122) 
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●

真
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
『
中
国
画
報
」
漣
北
京
海
は

ま
も
な
く
入
手
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
伝
え
て
い
る
。
、

こ
う
し
た
と
き
、
十
月
初
旬
に
北
京
を
訪
れ
て
い

た
ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ
エ
皇
帝
の
た
め
の
夕
食
会
で
萱

必
武
・
国
家
副
主
席
が
こ
れ
ま
で
の
通
例
ど
お
り
に

「
毛
主
席
と
林
彪
副
主
席
の
名
で
」
は
歓
迎
の
杯
を

あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
、
新
華
社
は
こ
の
と
き
の
乾
杯

の
模
様
に
つ
い
て
通
例
の
よ
う
な
報
道
を
し
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
い
で
十
月
十
一
日

の
ル
ー
マ
ニ
ア
エ
業
展
宴
会
で
の
乾
杯
に
も
林
彪
の

名
前
は
出
現
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
十
三
日
の
北
京

放
送
は
、
北
京
を
離
れ
た
ハ
ィ
レ
・
セ
ラ
シ
ェ
皇
帝

の
感
謝
電
を
伝
え
た
が
、
そ
こ
に
も
林
彪
の
名
は
抜

け
落
ち
て
い
た
。

そ
し
て
十
月
十
六
日
、
平
壌
で
催
さ
れ
た
中
朝
放

送
協
力
協
定
調
印
に
際
す
る
祝
宴
で
は
、
参
会
者
が

林
彪
の
名
を
あ
げ
て
乾
杯
し
た
の
に
、
新
華
社
は
、

こ
の
事
実
を
は
ぶ
い
て
報
道
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
広

州
市
は
じ
め
各
地
で
林
彪
の
写
真
が
消
え
、
林
彪
が

毛
主
席
と
並
ん
で
い
る
写
真
は
は
ず
さ
れ
て
毛
主
席

だ
け
の
写
真
に
な
っ
た
と
香
港
で
伝
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
の
の
ち
十
月
十
九
日
の
北
京
放
送

は
人
民
解
放
軍
溶
陽
軍
区
部
隊
党
幹
部
の
手
に
な

る
、
「
党
の
集
団
指
導
制
」
へ
の
服
従
を
強
調
し
た

ノ

論
文
を
繰
勺
返
私
赦
送
し
た
。
罪
が
て
十
月
二
十
日

以
後
、
一
方
で
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
補
佐
官
一
行

が
北
京
で
周
恩
来
ら
と
二
度
目
の
会
談
を
し
て
い
た

そ
の
と
き
に
、
モ
ス
ク
ワ
、
ロ
ン
ド
ン
、
台
湾
、
そ

し
て
日
本
政
府
筋
か
ら
林
彪
失
脚
説
や
、
〃
異
変
〃

に
か
ら
む
彼
の
死
亡
説
が
伝
え
ら
れ
た
。

十
一
月
に
な
る
と
ソ
連
の
タ
ス
通
信
と
モ
ス
ク
ワ

放
送
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
日
と
十
六
日
に
西
側
情
報

に
依
拠
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
、
林
彪

失
脚
説
を
公
式
に
報
道
し
た
。
こ
れ
ら
の
“
異
変
“

の
の
ち
、
去
る
十
一
月
十
二
日
、
中
国
共
産
党
の

『
紅
旗
』
第
十
二
号
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
党
中
央

の
「
野
心
家
、
陰
謀
家
」
へ
の
新
た
な
糾
弾
を
呼
び

か
け
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
〃
異
変
“
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
未
確
認

情
報
は
極
力
こ
れ
を
排
除
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
劉
少
奇
の
ソ
連
逃
亡
説
と
か
、
モ
ン
ゴ
ル
で
の

墜
落
機
に
林
彪
あ
る
い
は
黄
永
勝
、
は
た
ま
た
劉
少

奇
が
乗
っ
て
い
た
と
い
う
一
部
外
電
の
「
情
報
」

や
、
林
彪
の
毛
沢
東
暗
殺
計
画
失
敗
説
、
毛
・
林
派

の
空
軍
司
令
官
・
法
佐
憲
に
よ
る
黄
永
勝
襲
撃
説
と

い
う
、
い
か
な
る
意
味
で
も
確
認
し
得
な
い
情
報

は
、
も
と
よ
り
排
除
し
て
あ
る
。
こ
う
し
た
推
測
や

「
流
言
」
が
伝
え
ら
れ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
を
否
定

し
き
る
材
料
が
な
い
今
回
の
〃
異
変
“
で
も
あ
る

一＆町垂
＝~

菖

ノ聿会 のよさは

②の
、

一

ノ

品質本位

､ブーノ、）
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が、
一
連の
，
異変’
を
通じ
て
得ら
れ
る叩必
然
的

な
事実をい
ま，
こ
では
引
き
出し
て
おこ
う。

こ
れ
までの
経
過か
ら
明ら
か
な
よ
うに、
九
月

ー
か
ら
十五日
まで、
北
京で
兎大な

努事
態

が
生じた
で
あろ
うこ
とが
ま
ず
維
測で
き
る。
仲m

n
的に
考えれ
ば、
問田町
節までに
今
関
人氏
代
44

大
会が
当
初はいず
定され
て
い
た
で
あ
ろ
うが、
金

問
人民
代
決4〈
会延
期の
鴻
述が
九
月
十じ円
以
降

に
幽され
た
とい
う
悩械を
考
ほすれば、
令
国
人

民
代
表大
会へ
向け
ての
党中
央
委
員
会ハ三
中
全

会）
も
し
くは
党中
央
政
治
川
会議な
い
しは
その

舷大
会
誠が
召
集され、
そこ
ではニ
クソン
訪
中

の
問
題ゃ、
さらに
闘
慶
節を
ひか
えて
微々
な
危

婆説
題が
討
議
されねば
な
ら
な
かっ
た
と
忠われ

九w。．
そし
て
その
会議の
前
後、
も
し
くは
最中に
緊

急
川
悠が
発生した
もの
と
忠わ
れ
る・
だ
が一

方、
北京の
屯
市町
会宮市は、
緊
急
事態
発
生
後の
事

後
処mの
ために
聞か
れ
た
もの
だ
と
も
考え
ら
れ

な
くは
な
い。
い
ずれに
せ
よ、
その
よ
うな
喫
態

の
な
か
で
市の
釘
脳が
相相次い
で
消えて
ゆ
く
給
処

に
な勺
穴。

’
林一
彪の
動
織に
つ
い
ては、
た
と
え
重
病な
い
し

‘
は
死亡とい
う
問
題が
あるに
せ
よ、
それは
自
然

的な
もの
だけで
は
な
く、
去る
七
月のニ
クソン

訪
中
決
定
前
後の
時
期も
し
くはこの
九
月
中
旬を

決
定
的なホ
イン
ト
と
し
て、
林
彪の
地
位に
すで

に
政
治
的な
変
化が
生じた
もの
と
思われ
る。
そ

の
こ
とは
また
当
然、

管内
部の
問
題に
深い
関
述

を
もヲ
て
い
る
よ
うに
思われ
る・
そ
し
てこ
の
よ

うな
e
異変’
に
もか
か
わ
ら
ず、
当
a耐は、
別
同芯

来が
令而
的な
リ
ーダ
ーシッ
プ
を
発
仰し、
事
態

を一
応は
処
烈・
収
拾
し
て
い
るの
では
な
か
ろ
う

か。で
は、
な
ぜ、
その
よ
うな
緊急
事
態が
生じた

の
か。
今回の
，
異変’
の
立
味
をよ
り
深く
探
究

するために、
九
金
大
会以
後の
毛・
林
体
制の
変

容の
あ
とを
次に
簡
恥に
見て
お－で
つ。

形

骸

化

し

た

九

全

大

会

路

線

よ
く
知ら
れ
て
い
る
よ
うに、
中
国
共
産党
創
九

回
全
国大
会は、
文
京
収
恰
段
階の
呪大な
結
節
点

で
あ
り、
こ
の
九
金
大
会に
よ勺
て
も・
休
体
制は

完
全に
開め
ら
れれ’
かに
見えた。
し
か
し、
この

大
会は、
ほ
ほ
六八
年
段
階か
ら
進ん
で
い
た
文
京

収
拾へ
の
動
3の
な
か
で
毛・
林
伝
統
派が
強
行
的

に
しLか
らの
党再
沌hzは
か
ろ
う
と
した
もの
で
あ

っ
て、
毛・
林
体
制の
確
立と
い
うに
は
あ
まりに

も
条
件不
十
分な
状
態を
背
最と
し
て
い
た。
した

がっ
て
九
人荒大
会その
もの
か
文
却の
渦
中に
あ
ら

われ
た
様々
な
潮流の
妥
協の
魔
物で
あっ
た
と
も

い
え
るの
で
あ
る。

しか
も、
九会
大
会は、
文
京
小
組
を
中
心
と
す

る
文
策推
進グル
ー
プの
中
序．
的
指
導
お
厳が
市
内

定
紙
派か
批
判し
よ
う
とし
た
カ
ド
で
すでに
大
部

分失
脚したの
ちに
開
制仰ぎれ、
文
背中が
お叫
縦
闘
争

の
mH
階に
入っ
て
か
ら
全而
的に
指
摘柑
カを
帯
保し

た
悩舶の
圧
倒
的
優
位の
も
とに
おこ
な
われ
た
大
会

で
あっ
た。
そう
した
状
況の
な
か
で、
ど
もか
く

も
九
会
大
会は、
林
彪の
政
治
相抑止ロと、
掠
彪を
毛

沢
東
伯内
線hFSと
明
文化した
新
しい
党
規
約を
採択

し
たの
で
ある．
そし
て
九
金
大
会以
後の
中
間の

主
要
減
附胞は
内
政
商で
は
党の
下
か
らの
．科
廷、
つ

ま
り
「も
沢
東
思想」
で
純血
化
され
た
党の
令
肉

的な戸内
総で
あり、
対
外
的γ
は
反
米
以ソ、
と
く

に
対ソ
強
硬
路
線の
採択で
あっ
て、
こ
の
こ
と
は

休
彪の
政
治
相判
告が
会
商
的に
それ
を
物
語ウ
て
い

た。
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しか
し、
九
金
大
会以
後、
約二
年
半
の
状
況

は、
九
令
大
会
路
線が
会
商
的に
変
容
し
て
し
まっ

た
ζ
とをい
くつ
h
の
郁
夫に
よっ
て
示し
だ
し
て

い
る。ま

ず
党の
再
建で
ある
が、
本
年八
月、
よ
うや

く
令
悶の一
級
行政
仮に
再
生
され
た
党
委
HH会の

災
状を
符し
く
分
析し
て
み
る
と、
その
実
質は、
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文
革
の
論
理
と
精
神
を
い
わ
ゆ
る
「
三
結
合
」
（
軍
．
な
ど
が
相
次
い
で
失
墜
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
ず
本
年
元
旦
の
『
人
民
日
報
』
ほ
か
の
共
同
社

可
党
・
大
衆
）
に
よ
っ
て
妥
協
的
で
は
あ
れ
一
応
は
体
そ
う
し
た
な
か
で
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
説
以
来
、
ニ
セ
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
尭
競
を
見

現
し
て
い
た
革
命
委
員
会
と
も
大
き
く
異
な
り
、
文
文
革
の
実
質
的
推
進
を
に
な
い
、
文
革
の
司
令
部
と
破
り
、
本
物
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
羅
を
学
習

革
期
に
紅
衛
兵
か
ら
激
し
く
批
判
さ
れ
た
旧
幹
部
を
い
わ
れ
た
文
革
小
組
組
長
・
陳
伯
達
の
失
脚
で
あ
せ
よ
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
「
本
来
マ

ふ
く
む
軍
指
導
者
と
周
恩
来
系
統
の
行
政
官
僚
と
の
る
。
毛
沢
東
の
政
治
秘
書
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
か
ら
毛
ル
ク
ス
主
義
の
敵
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ん
と
マ
ル
ク

結
合
と
い
う
九
全
大
会
以
後
の
中
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
沢
東
側
近
と
し
て
文
革
に
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
ス
主
義
の
『
理
論
権
威
』
に
な
り
す
ま
し
て
い
る
」

ツ
プ
の
性
格
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
演
じ
、
劉
少
奇
ら
実
権
派
を
根
こ
そ
ぎ
打
倒
す
る
と
（
『
紅
旗
Ｌ
一
九
七
一
年
第
五
号
の
山
東
省
党
委
員
会

い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
各
地
方
の
リ
ト
ダ
ー
シ
ッ
プ
い
う
巨
大
な
任
務
を
推
進
し
て
九
全
大
会
で
は
党
中
執
筆
小
組
論
文
）
人
物
の
糾
弾
が
つ
づ
い
た
が
、
や

に
も
そ
う
し
た
方
向
に
向
け
て
た
え
ず
動
揺
が
あ
央
政
治
局
の
五
名
の
常
務
委
員
の
一
人
に
選
出
さ
れ
が
て
三
月
以
降
は
、
三
○
年
代
の
「
国
防
文
学
」
論

り
、
過
去
一
年
間
に
地
方
の
責
任
者
の
四
分
の
一
が
た
陳
伯
達
は
諺
昨
年
八
月
一
日
の
罷
軍
節
以
来
、
ま
争
を
『
紅
旗
齢
、
『
人
民
日
報
鮎
、
『
光
明
日
報
』
が

更
迭
な
い
し
は
失
墜
し
て
い
っ
た
。
っ
た
く
消
息
を
断
っ
て
し
ま
っ
た
。
問
題
の
重
要
さ
再
燃
さ
せ
て
、
「
王
明
・
劉
少
奇
・
周
揚
」
批
判
の

九
全
大
会
で
新
し
く
選
出
さ
れ
た
党
中
央
委
員
．
の
ゆ
え
か
、
そ
の
失
脚
が
名
指
し
で
証
明
さ
れ
て
は
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
陳
伯
達
批
判
を
展
開
し
た
。

同
候
補
に
つ
い
て
み
て
も
、
文
革
期
に
大
活
躍
し
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
一
年
来
、
彼
に
た
い
す
る
批
す
な
わ
ち
、
三
○
年
代
の
「
国
防
文
学
」
論
争
を
当

毛
．
林
主
流
派
と
み
ら
れ
た
地
方
の
指
導
者
は
劉
格
判
は
様
々
な
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
時
「
休
戦
し
よ
う
と
し
た
人
物
」
、
「
人
性
・
党
性
・

平
（
山
西
省
）
、
王
効
禺
（
山
東
省
）
、
潜
復
生
（
黒
昨
年
九
月
の
二
中
全
会
で
す
で
に
陳
伯
達
失
脚
が
個
性
」
な
ど
と
語
っ
た
人
物
が
攻
撃
さ
れ
は
じ
め
、

竜
江
省
）
、
黎
原
（
湖
南
省
）
、
研
元
梓
（
北
京
市
）
、
確
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
は
今
日
、
ほ
ま
た
七
月
一
日
付
『
人
民
日
報
』
ほ
か
の
共
同
論
文

「
中
国
共
産
党
五
十
周
年
を
記
念
す
る
」
は
、
「
口

劉
結
挺
（
四
川
省
）
、
曾
雍
雅
（
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
）
ぼ
確
実
視
で
き
よ
う
。

Ｉ、

、

名古屋

名鉄グﾗﾝドﾎﾃﾙ
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先
で
ば
『
と
る
に
足
ら
ぬ
老
百
姓
』
と
自
称
し
な
が
月
超
人
的
な
指
導
性
を
発
揮
し
て
い
る
周
恩
来
総

ら
実
は
と
ん
で
も
な
い
大
野
心
家
」
と
し
て
彼
を
攻
理
以
下
の
有
能
な
実
務
官
僚
と
黄
永
勝
を
先
頭
と
す

撃
し
て
い
る
。
る
軍
指
導
者
と
が
九
全
大
会
以
後
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
休
職
』
、
河
人
性
球
党
性
．
プ
を
実
質
的
に
に
な
い
、
今
日
に
い
た
っ
た
の
で
あ

個
性
」
、
「
と
る
に
足
ら
ぬ
老
百
姓
」
は
い
ず
れ
も
陳
っ
た
。
だ
が
同
時
に
、
こ
れ
ら
リ
ア
リ
ス
ト
．
グ
ル

伯
達
淡
発
言
し
た
言
葉
で
あ
り
、
あ
る
い
は
論
文
な
Ｉ
プ
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
は
、
と
く
に

の
で
あ
る
。
対
外
政
策
に
お
け
る
九
全
大
会
路
線
か
ら
の
離
反
を

こ
の
よ
う
な
陳
伯
達
批
判
は
、
最
近
の
相
次
ぐ
も
た
ら
し
、
毛
・
林
主
流
派
の
対
ソ
対
決
路
線
に
か

量
」
翼
日
和
見
主
義
批
判
、
観
念
論
批
判
と
も
関
わ
る
中
ソ
関
係
の
掠
結
、
反
米
強
硬
路
線
に
か
わ
る

連
し
て
党
内
「
左
派
」
の
退
潮
を
象
徴
的
に
示
し
て
今
回
の
米
中
接
近
と
い
う
大
転
換
を
中
国
に
も
た
ら

い
る
の
み
な
ら
ず
、
毛
沢
東
の
権
威
と
指
導
力
の
後
し
た
の
で
あ
っ
た
。

退
を
も
示
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
周
恩
来
・
黄
永
勝
ラ
イ
ン
の
コ
ン
ビ

し
か
も
、
昨
年
識
電
わ
が
国
に
も
伝
え
ら
れ
た
中
ネ
ー
シ
亘
ン
が
六
九
年
夏
の
中
ソ
戦
争
の
危
機
回
避

国
の
「
新
憲
法
草
案
」
は
、
文
字
通
り
〃
毛
・
林
憲
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
、
毛
・
林
主
流
派
の
対
ソ
強

法
〃
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
新
憲
法
草
案
Ｌ
は
従
来
硬
路
線
を
封
じ
込
め
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
彼
ら
の

の
経
緯
か
ら
し
て
陳
伯
達
の
起
草
に
よ
る
も
の
と
思
″
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
著
し
く
強
化
し
た
も
の
と
思
わ

わ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
「
新
憲
法
草
案
」
が
幻
の
よ
、
れ
る
（
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
中
ソ
国
境

う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
意
味
を
以
上
の
事
実
会
談
の
重
大
な
背
景
」
、
「
ア
ジ
ア
・
ク
オ
ー
タ
リ

と
考
え
あ
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
！
』
第
二
巻
第
二
号
〈
一
九
七
○
年
四
月
〉
ほ
か
、

さ
ら
に
文
革
小
組
顧
問
で
も
あ
っ
た
党
中
央
政
治
参
照
）
。

局
常
務
委
員
の
康
生
も
本
年
七
月
四
日
以
降
、
消
息
し
か
も
、
周
恩
来
は
、
こ
の
間
、
中
国
の
内
政
・

を
断
っ
て
い
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
康
生
問
題
に
は
外
交
の
第
一
線
に
立
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を

い
ま
は
ふ
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
最
高
指
導
部
そ
の
演
じ
、
同
時
に
、
陳
毅
、
謬
承
志
、
張
平
化
、
趙
紫

好
乎
も
の
が
動
揺
と
失
墜
者
の
連
続
な
の
で
あ
る
。
陽
ら
旧
幹
部
の
復
権
を
は
か
り
、
黄
氷
勝
も
、
李
作

こ
う
し
た
内
部
的
危
穰
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
今
鵬
、
邸
会
作
ら
党
中
央
政
治
局
の
委
員
を
兼
ね
る
人

I

民
解
放
軍
の
副
総
参
謀
長
や
許
世
友
（
南
京
軍
区
司

令
）
、
陳
錫
聯
（
溌
陽
軍
区
司
令
）
ら
同
じ
く
政
治

局
委
員
を
兼
ね
る
地
方
軍
区
指
導
者
（
い
ず
れ
も
今

回
の
”
異
変
“
で
消
息
不
明
）
と
の
連
携
の
う
え
に

目
党
し
い
活
躍
を
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
今
日
の
中
国
の
政
治
体
制
の
な
か
で

軍
幹
部
の
優
位
は
圧
倒
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ

た
。
た
と
え
ば
新
し
い
党
委
員
会
に
つ
い
て
も
一
級

行
政
区
党
委
員
会
第
一
審
記
二
十
九
名
の
う
ち
二
十

一
名
は
軍
幹
部
で
あ
り
、
判
明
し
た
党
書
記
に
つ
い

て
も
、
そ
の
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
や
は
り
軍
幹

部
で
あ
る
。

ｈ
穗
雫
つ
」
叩
い
き
う

こ
れ
に
た
い
し
て
革
命
大
衆
代
表
は
事
々
た
る
も

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
文
革
の
論
理
の
挫
折
が
見
ら

れ
る
が
、
黄
氷
勝
は
今
回
の
〃
異
変
″
ま
で
、
そ
う

し
た
軍
幹
部
の
台
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
け
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
、
九
全
大
会
以
後
、
今
日
に
い
た
る
過

程
は
、
毛
・
林
体
制
の
象
徴
的
な
変
容
過
程
で
あ

り
、
九
全
大
会
路
線
の
明
白
な
後
退
過
程
で
あ
っ

た
。

こ
の
こ
と
は
、
「
毛
沢
東
体
制
下
の
非
毛
沢
東

化
」
が
徐
々
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
の
表
明
で
も
あ

り
、
最
近
の
「
集
団
指
導
制
」
の
強
調
は
、
た
ん
に
林

彪
問
題
に
か
ら
む
毛
沢
東
後
継
者
問
題
の
み
に
限
定
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きれ
な
い

ぷ品味合句
仇・
7

てい
るの
かも
し
れ
ない。

こ
の
点
で
注
隠
さ
れ
る
の
は、
刊
以
近
の
Y・
人
民
自

殺』

が
主
観
主
義
・
セ
ク
ト
＋忠
実
に
た
い
す
る
批
刈

と
と
も
に
復
援
し
た
悶
幹
部
を
機
必
寸
る
記
事
ぞ
被

せ
てい
るこ
と
であり、ま
た、
た
と
え
ば
『紅

旗
』

第
九
号の
楚
洪好
誼
文
寸
出
版
郎
門はも
っ
と

多
く、

も
っ
と
良
い
白
及
読
物
か・
出
版
セ
よ』

と
い

で
た
沿
怒川が山川
は
じめ
て
い
るこ
とで
あ
る。
仲代

」引

の
論
文
は、
『
毛
＋t
席
諸
叫陣
h

が
すべ
て
で
あ
っ
た

時
期と
川悦の
感を
憶
え
させ
る
もの
であり、
山川

綴に
つ
い
て
明ら
かに
モ
沢
市民・
4
作以
外の
科
及読

物を
繁求し、
その
た
めの
た
肌
な
創造
精
神ψ・

要
求
」

し
て
い
るの子
あ
る。

と
も
か
く、
今
岡
の
P
異
変
ベ
が、
以
上
の
よ
う

な
背
必
の
な
か
に
伎
町
つ
け
ら
れ
ね
ピ
な
ら
な
い・』

とは問
隙
で
あろ
う

問

題

の

核

心

は

な

に

か

さ
て
私
は、
さ
ら
に
問
題
の
核
心
に
向
っ
て
柑却

を
す
すめ
な
けれ
ば
なら
ない・
司－
紅
旅』
れ恥
帽訓口ヅ

〈
第
十三
ザ〉
が
拐
す
党内に
もぐ円・
7A
だ
「
野

心家、
陰
謀
家
L

と
は
殺
なの
か。
また、
な
ぜ
今

別の
よ
う
な，
民変
M

が
牧tp
の
持。

こ
れ
ま
で

わ
分
析
を
経
て
作
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
イ
能
性
ψ・
考

え
て
ム
よ
ろ。

ここ
で
吋
紅
統』
最
新
号の
も
う一
つ
の
茂
要
冶

文江
燃
物
党
魚川
口会
執
筆
小
匂の
「
党の
す
ぐれ
た

作
胤を
発
持せ
よ」
をみ
る
と、
そこに
は
また
き

わめ
て
松岡
すべ
き
指
術が
あ
る。

こ
のA
J
文
は
例
に
よ
っ
て
太
？
で
毛
沢
咲
の4
H
慢

を引
用し
てい
るの
だ
が、
こ
こ
で
注
目
され
るの

は、
「紅
京第四
げの
共
序
党の
なかに
各
科
の
非

フロ
L
タリ
ア
lト
の
思
似が
存
存し
て
おり、
こ

れは
えの
正
しい
路
線の
的
行に
とっ
て
き
わめ
て

大き
な問
符
で
あ
る
」

と
い
う中
関
取命
的
時のも

沢
東の
言
葉の
引
用であ
る

紅
軍
第
阿
川山下
と
は、

m
知
の
よ
う
に
林
彪
が
市
・片

を
し
て
い
た小
凶
本命の
主
力
匁
で
あ
っ
た
か、

な

ぜ、
いま、
紅
軍
第四
軍
に
あ
え
て
言
及
し
て
い
る

の
だ
ろ
うか。

こ
れ
は
明ら
かに
林
彪
批判で
あ
ろ
う。
し
か

も、
こ
の
治
文
は一
九
五
九
年
に
必
徳
崎市・
前
問
防

部
長
か
毛
沢
東
と
ま
r
こ
う
か
ら
対
立
し
た
鷹
山
会

議に
も
言
及し、
鷹山
会
議こ
手
市．大な
幣税
闘争

の
決
機
場で
あり、・・
つ
の
階
級の
や一
死の
闘
争の

冷
尚之
あ？
た
とい
う
毛
沢東の一μ
漢
を
強
引
し

て、
さ
らに
全
体的に
は
寸
暗示一
派主
義L
を
激し
く

非
略
し
て
い
る。

エ
し
て、
先に
ふれ
た、
もう一
つ
の
『
紅
旗L

A
岬
文
〈
河
南
省
党
委
H
A
μ
供
、

小

組

陰

文
）

は
、

「
知
己、
開
銀、
同
月r、
心
の
友、
綬
愛
者、
中門
く

か
らの
同
僚、
十日
くか
らの
部下t
な
どがなれ
あ

っ
て
，
派
閥6

を
つ
く
町
て
い
る
の
は
「
自
由
主

竣し
だ
と
し
てリゲ・
う
し
た
「
野
心
来、

陰
謀
安」
hr

M叶
附押し
てい
るの
で
あ
る－
こ
れ
らは、
き
わめ
て

深
刻か
つ
及大な
指
摘司
あ
ろ
う。

か
つ
て
林
彪
は
文
官官
な
か
の
卜一
小
企
会
（
一

点パ
六
年八
月〉
で
毛
沢民の
伶大な
X
JJh
りに

ふれ
、

自
分は
とても
毛ネ
席
に
は

及
ば
な
い
と
茨

問
し
れ’
あ
と、

み
ず
か
ら
が
毛
中
協
の
役
継
者
と
な

るこ
とに
つ
い
て、
「だ
か、
現
狩、
中r・
mと
中
央

が
すでに
決
定し
たの
宅一、
私は
た
だ
ド．
席レL
SVAの

決
定に
服し、
やっ
て
み
て、
う
ま
くや
る
よ
うに

努
力
し
た
い。
私
は
いつ
でも、も
っ
と
適当
な同

志
と
交
符
寸
る川中川闘が
ある
」

と
詰

た
こ
と
が
あ

る

勺
八

期
十
日

中
全
会
で
の

林
鹿
川
ぷ
の

ia
活
」、

未
公

開
文
献
『
毛
主
席
文
選
L、

所
収
〉。

こ
の
よ
う
に
減
成
に
必司
て
い
た
林
彪が
大
党
な

『
野心
袋、
住
浪
記
fっ
たの
で
あ
ろ
うか。
林

彪
失
脚
の
呼
部川
悦
は、

今
日
ま
す
ま
す
濃
厚
で
あ
る

が、

問
題
な
林
彪
の
み
に
限
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
が

す
る。九

人h
大
会
以
後の
続
過を
み
る
と、
「
知
己、
向

郷、

阿川午、
心
の山氏、
叙従
者、
－W
く
から
の

同

僚、
古
くか
らの
郊下－
含
糾合し
て
大
きな
勢
カ
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を
築い
たの
は
川
忠米で
も
あリ、
また
従水
勝で

も
あるの
では
なかん
うか。

だと寸
る
と
ま寸令f川凶は拠法
化して
くる

か、
AW一的に
勾えれu、寸
でに
も沢京の
終
和
市哨

と
決定され
てい
る
林
九に
は
あ
えて
も
沢市川に
挑

終する
向
山聞が
な
いこ
と
も
別内で
あ
ろ
う。
やは

り削
題は
九
全大
会以終の扱大奴砲をめぐる
党

中
央の「
闘
争Lに
ある・』
とは
明ら
か
で
あろ
う。

先の
ほ山
会
訴につ
い
ての
J
及
ら
L
て
ム
て

も、
こ
の
九
川
中
旬の
，
Xを’
の
時
期、
あ
るい

まιιL吋人aHこ時也2・とと時比二4hz、Iqjv’V

4－tl－H4市川H，d’t’4JfJva町制品一o
w

こ
で
緊
込
明
能川が
発
生し・仇とタリ
え柏、
る
かa
符
な

い。
りての
緊
急
引
態が、
九令
式
会
路
線の
変結と

崎山氏に
れ’
い
する
林
彪らのい以
逆
で
あっ
た
の
な

ら、
Am．
的に
も
ト分に
説
明がつ
く。

し
か
も、
ニ
ク
ソ
ン
初
山中
の

再λ訴
と
い
う
中
川
に

と円
て
州
則的に
煎
大な
対
外政
策
上の
託
収は、

今日の
よ
うに
失
蛇
将の
仰
次ぐ
中央
伐
口市
川ない

しは
中火

安HH会全体の八日
立に
よ
る
もの
とは
と

うてい
忠われず、
やはり対思米のイニシアチ

ブに
よっ
て
毛
沢
市品の
合
志を
と
りつ
けたか
た
ち

での
決
定勺
あ司
た
と
思わ
主

し
か
もこ
の
よ
う
な
潜
伏仏、
党
内
は
も
と
k・

6、
ヅェ
トナム
労
働
党の・
批判」
にみ
られ
る

よ
うに
山
際
的な
イシュ
lに
小
な
りつ
つ
あ
t 

だ
けに、
ニ・のこ
とが
党中
央の
「
闘争L
に
拍車

をか
ける
外
任と
し
て
作
用し
た
で
あろ
うこ
と
も
．

考
え
ねば
なら
ない。

い
ずれに
せ
よ、
米
中
級
近とい
う
小
閑に
とウ

ての笥火な絡げ
が
党中
火全
体の附窓に
よ
る
も

の
でない
こ
とは
明らか
て
あり、
こ
の
こ
とはニ

ク
ソ
ン
訪
中
決
定

院後
の
七
月一一
十
何
日
付
『
人
民

日
報』
に
「公
然たる
挑戦」
と
題す
る
評
論
付冶

文が
仰向
紋3れ、
この
治
又は
依
然と
し
てア
メ
リ

力
情
凶で伐に
たい
する
怖い
符
減と
非般かい
以
間

し、
米中探近に
まるで
冷水ル・
浴び
せてい
る
広

が
あ
る－』
とか
ら
も
捻
療で
きよ
う。

その
よ
弓
な
状
況の
なか
で、
林
彪は
川川
忠米
路

線に
強い
沢
抗奇一ぷし、
つ
いに
失
跡．し
てい
た
の

、、

か、リマれ
と
も、ニ
ク
ソン
訪
中の由党
ぷ
を
決
定寸
る

過犯です
でに
休
彪は
失明l、
こ
うした
林彪公

明．
に本が民
抗し穴の
か、一
方、
林
彪が於永勝

ら
年
内新潟
州側
派へ
の
攻
撃ハたと
えば
処決意が

その
鈍い
子
とし
て〉
か4
む』
なっ
たの
か、
林
彪

と
於
永
勝グル
ープ
との
対ずの
の
ち、
双
方が
と

もに
定任そ
負わ
され
るか
た
ちに
な
り、
九んヒ
大

会以
筏ま
十
まザムHJmしつコ
あ？
た
引阜の
努hμを

こ
こ
で一
いやに
比中
央か
ら
公
賂さ
せる
た
めに、

も
沢
市川、

別
問山
来、

江
山H、

川川
駅榊
情、

銚
文・
Yん
ら
訓

軍
人
首
脳か
迩
令し
たの
か、
その
い
ず札
か
芯
あ

る
よ
うに忠われ
る。

最
近の
相次
ぐ
「消必
不明L
K引の
多くか
筑間

野戦前
系玩の
市
，H村部であるこ
ともこの
際、
暗

示
的で
ある‘、
今凶の
『
紅
紘L
刊誌同文は、
こ

のよ
うな
定
刻な
事悠今
反
映し
てい
るこ
とは
問

述い
ない．

い
ずれに
せ
よ、
こ
の
よ
うな
事
態の
発
生
その

もの
が
毛
沢
東の
均・
碍
力の
従
滋
と
その
椛
成の
低

下
を
背
紋に
じ
てい
る
もの
と
思われ
る。

た
だ、
こ
こ
で
気九
か
り
な
こ
と
は、
今
阿
の

『紅旗九
の
各論
えは、
エ
れ
ぞれト
lン
か
微
妙

に
拠っ
ており、
河小問

中口先安論文い、
江口岡、
絞

殺
筒、
銚
文
えら
文
本グル
ープの
「
・1し
か
らの

刷
川問中
米
批判
と
も
受け
とれ
る
こ
と
であ
る＠

もし
もリでの
よ
う
なζ
と
で
あれば、こ
れ
はま

た
Fわめ
て
短
大な
事
態に
発
民しか
ね
ない
で
あ

ろ
う。
われ
わ
れは
当．胸、
今
後の
推
移を
さ
らに

件目t、
分
析の
手がか
り
を
待つ
以
外
に
な
い

か、
一

方
で、
＝
タ
ツ
ン
H
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
mm
綜

は、
こ
の
よ
うな
中
間の
内向
を
十分に
見
逃しつ

つ、
い
よい
よこ
れ
か
ら
小
閑へ
の
，
上
限d
合
同州

到し
聞
品判し
よ
うと
しτ
い
るよ
うに
思れれ
る。
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